○安楽寺伽藍
安楽寺の伽藍
　青々とした古松に囲まれた安楽寺は、宇野の中央に位し、今も大庄屋の風格を残す尾崎邸と相対し、境内は４９９坪あって広いとはいえないが、その中に山門・鐘楼・経蔵・本堂・庫俚・本尾崎家墓地が配置され、経蔵の外は、旧藩時代末に再建された境内によく似合う伽藍となっている。本堂建築にあっては、尾崎文五郎が
本尾崎家によって
幾度も大工棟梁を東本願寺やその他の参考地を案内し、その構造を会得させ、その様式をとりいれて建築させ
建立された安楽寺
たものだという。伽藍全部が赤の総瓦葺で、庫俚・経蔵をのぞき本堂・鐘楼・山門は細大各部ことごとく総EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(けやき),槻)

材を用い、本堂内部の扉・障子・欄間・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ごう),格)天井の構造・彫刻は、堅実EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ゆうけい),雄勁)の感じをもち、欄間の彫刻のごとき

総槻づくりの本堂
は桃山工芸をおもわしめる趣向であり、門扉の牡丹・獅子・岩・滝の配合刀法は、信州諏訪神社の彫刻をする
と荘厳美のある内
ため、彼の“西清古鑑により明朝風を練ったという立川流２代立川和四郎富昌の図案と刀法”に相通ずるもの
外陣
があるのも不思議である。向拜のエビ虹梁もめずらしい。本堂外陣の広さとEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ごう),格)天井の高さと均衡もよくとれており、外陣の古色つややかさと内陣の金色に輝やくEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(しょうごん),荘厳)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(び),美)との対照もおちつきがある。また、本堂前の鐘楼基檀の石垣、尾崎家墓地の巨大な碑柱・石玉垣の技巧が全部文五郎自身の作であるというに至っては、専門工も及ばぬ精巧さと、これを仕上げたたくましい精魂には驚くべきものがある。中世日本石造美術の始祖といわれる石工「井ノ行末」もかくやとEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(しの),偲)ばれる。

　この安楽寺の建立にあたっては、木材・石材・敷地の提供から工賃に至るまで、その浄財を計算すれば現在ならば実に億円台に達するかも知れない。須弥檀並びに厨子の荘厳は最初西本願寺様式であったが、昭和１０年檀家信徒の喜捨（その当時時価千数百円）によって東本願寺様式に改造したものである。これで、一切その質と美が完備したのであるが、なおその後、床下を尾崎家により造り固め、地震の被害をこうむらぬようにしたものである。
安楽寺建立に対す
　しかも、聞くところによれば、この建立発心者たる尾崎文五郎はその偉功を少しも誇らず、子孫もまた信淡
る尾崎家の心情
くして旧功に誇るようなことがあってはならぬとして、自宅に住職並びに寺総代大工棟梁を招き、一同の面前で工事関係書類一切を焼却しつくしたそうである。平凡人の到底考え及ぶところではない。しかし、その当時

建立の時期と大工
の大工棟梁文蔵の玄孫（文蔵―大吉―喜蔵―信蔵）信蔵方に関係手びかえ書類の片鱗が残っていたので、これ
棟梁
によって、この大工事は文久２年壬戌真宗開山６００年遠忌にあたり、文五郎３７・８歳ごろの一大発願により決意されたものとわかった。大工棟梁は、無論宇野の文蔵（後尾崎姓）とそのほか方地村の大工藤平が主役であった。

　真宗各寺院と門徒との信仰状況は、創立以来よく密接なつながりを保ち、季節季節の寺詣りや説教の聴聞も盛んであったことはどの寺々も同じ状況であったが、近ごろは若い層の出稼ぎが多く、寺詣りといえば老人層ばかりという状態になりつつある。また、安楽寺門徒中宇野村に「おかね同行」と通称された因幡妙好人源左にも比すべき熱心な妙好女人があり、自作の道歌をひいて庶民に信仰を説いたというが、詳しいことはわからない。明治初年のことらしい。
